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男の料理教室

　私たちは、美しい自然と豊かな文化に恵まれ、

古くより“お伊勢さん”と親しまれたこのまちを

誇りとし、男女が性別を超え、世代を超え、人と

して尊重しあい、喜びも責任も分かちあい、共に

いきいきと自分らしく生きることのできる伊勢市

をめざして、ここに「男女共同参画都市」を宣言

します。

伊勢市男女共同参画都市宣言

直してみませんか？

６月23日（木）～29日（水）は男女共同参画週間
市民交流課（☎㉑5513）

あなたの男女の
「アタリマエ」

見

と　　き　７月30日（土）
　　　　　午後１時30分～３時（開場は午後１時）
と こ ろ　ハートプラザみその・多目的ホール
内　　容　講演「息子三人、アナウンサー・記者夫婦

奮闘物語」（講師：民放男性アナウンサー）

…３人の息子を持つ父親である講師から、

共働き夫婦として仕事や子育てにまつわる

奮闘模様を講演していただきます

定　　員　350人（先着順）
申し込み　６月16日㈭から、電話またはファクスで市

民交流課（☎㉑5513、FAX㉑5578）へ
※託児可。（５人程度〔先着順〕、事前申し込みが必要）

　国の男女共同参画推進本部は、毎年６月23日～

29日を「男女共同参画週間」と定め、男女共同参

画社会基本法の目的や基本理念に関する国民の理解

を深めるとともに、男女共同参画社会の形成を図る

ための各種行事を全国で実施しています。

　今年度は、「ポジティブアクション」（積極的改善

措置）の推進に重点を置いて進めています。

チャンスを
分かち、

未来を拓こう
（内閣府募集23年度標語最優秀作品）

　市では、平成18年７月11日に男女共同参画都市宣
言を行い、平成19年４月からは男女共同参画推進条
例を施行し、男女共同参画の意識高揚を図っています。

　これらをより効果的に進めるために、「れいんぼう

プラン（男女共同参画基本計画）」（計画期間：平成20
年度～24年度）を策定し、市民の皆さんと共に男女共
同参画事業を進めています。

　また、毎年８月17日を「パートナーの日」とし、「男
女が互いに思いやる日」として、さまざまな啓発活動

を行っています。

●パートナーの日啓発講演会
●三重県内男女共同参画連携映画祭
●男の料理教室
●男女共同参画講座
●広報いせへのシリーズ「めざそや！共同参画」掲載
　など

市民と共に考える男女共同参画

　企業や地域社会など、さまざまな分野の活動において、男

女間の参画機会の格差を改善するため、男女のいずれか一方

に対し、参画する機会を積極的に提供しようとする取り組み。

例えば、女性の管理職への登用や、男性の介護への参加など。

ポジティブアクションとは…

８月17日「パートナーの日」
啓発事業講演会

平成23年度の取り組み計画
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　生涯学習センターいせトピアには、男女共同参画に関する書籍

を備えた「れいんぼうルーム」があり、学習スペースやミーティ

ングルームとして、幅広い活動ができるようになっています。

　ぜひ、さまざまな活動に役立て、利用してください。

※図書の貸し出しもしています。

内
容
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

記
事
づ
く
り
を
す
る
と
き

は
、「
偏
っ
た
意
見
に
な
ら
な

い
よ
う
に
」「
女
性
だ
け
で
な
く

男
性
も
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
」
と
い
う
こ
と
に
気
を
付
け

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
め
ざ
そ
や
！
共
同
参
画
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
は
、
伊
勢

の
言
葉
を
使
っ
て
親
し
み
を
持

っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、「
性
別

に
関
係
な
く
一
人
一
人
を
認
め

合
い
、
自
立
す
る
社
会
を
目
指

し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

あ
え
て
男
女
と
い
う
言
葉
を
使

わ
ず
に
「
共
同
参
画
」
と
い
う

言
葉
を
選
ん
だ
と
の
こ
と
で
す
。

　

「
こ
の
言
葉
を
、
あ
ち
こ
ち

で
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
よ
う

に
使
っ
て
ほ
し
い
」　
　

そ
ん

な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
男
女
共
同
参
画
は
、
誰
も

が
生
き
や
す
い
社
会
づ
く
り
の

根
底
と
な
る
も
の
」「
少
し
で
も

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
…
」
と
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
。
一
緒
に
編
集
会
議

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
仲
間

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
３

カ
月
に
１
回
、「
広
報
い
せ
」

に
「
め
ざ
そ
や
！
共
同
参
画
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

記
事
の
企
画
・
取
材
・
編
集

は
、
４
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編

集
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
月
２

〜
３
回
の
編
集
会
議
を
開
い
て

行
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
紙
面

の
中
で
い
か
に
し
て
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
か
を
話
し
合
っ
た

り
し
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た

ト
を
作
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

代
表
の
山
川
一
子
さ
ん
は
、

「
参
加
し
て
く
れ
た
人
か
ら『
良

か
っ
た
』
と
言
っ
て
く
れ
る
と

す
ご
く
う
れ
し
い
。
次
も
よ
り

良
い
企
画
を
し
た
い
と
励
み
に

な
る
」
と
言
い
ま
す
。

　

「
男
性
が
外
へ
出
て
、
社
会

に
目
を
向
け
て
も
ら
う
一
役
を

担
え
た
ら
…
」
と
、
今
年
は
、

男
性
対
象
の
介
助
講
座
や
、
男

性
講
師
に
よ
る
講
演
会
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
婚
男

女
を
対
象
と
す
る「
縁
育
講
座
」

の
開
催
を
予
定
す
る
な
ど
、
そ

の
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

「
少
し
ず
つ
男
女
の
区
別
な

く
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
社

会
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
が
、
ま

だ
『
男
は
…
、
女
は
…
』
と
い

う
考
え
が
残
っ
て
い
る
。
男
女

が
お
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
互

い
の
人
生
を
楽
し
め
る
社
会
に

な
れ
ば
」
と
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
向
け
て
の
思
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が

考
え
、
運
営
す
る
行
事
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指

し
、
市
で
は
講
演
会
や
男
の
料

理
教
室
、
映
画
上
映
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を

企
画
・
運
営
す
る
の
が
「
男
女

共
同
参
画
れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢
」

の
皆
さ
ん
で
す
。

　

現
在
、12
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
楽
し
く
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
み
ん
な
で

考
え
、
み
ん
な
で
実
行
」
す
る

こ
と
を
目
標
に
、市
に
頼
ら
ず
、

な
る
べ
く
自
分
た
ち
で
イ
ベ
ン

み
ん
な
で
考
え

　
　
み
ん
な
で
実
行

多
く
の
人
に

読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

男女共同参画学習室（れいんぼうルーム）ってどんなところ？

市民と共に考える男女共同参画 取り組みを担う皆さんを紹介

男女共同参画ボ
ランティア

編集スタッフ

男女共同参画れいんぼう伊勢ボランティアスタッフ
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
は
、
学
校
や
公
民
館
な
ど

地
域
の
施
設
を
利
用
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
個
々
の
レ
ベ
ル
に

応
じ
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
ク
ラ
ブ
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
自
主
的
な
運
営
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、「
多
世
代
の

人
が
多
種
目
に
参
加
で
き
る
」

と
い
う
特
色
が
あ
る
た
め
、
子

３
０
０
０
を
超
え
る
ク
ラ
ブ
が

あ
り
、
伊
勢
市
で
は
６
ク
ラ
ブ

が
設
立
さ
れ
、
約
２
５
０
０
人

が
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
は
、
キ
ャ

ン
プ
や
コ
ー
ラ
ス
、
お
花
、
も

の
づ
く
り
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の

枠
を
超
え
た
教
室
な
ど
も
行
っ

て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
深
ま
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

居
住
地
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
各
ク
ラ
ブ
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ど
も
た
ち
に
は
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
体
力

形
成
や
多
世
代
交
流

に
よ
る
健
全
育
成
な

ど
の
効
果
、
中
高
齢

者
に
は
仲
間
づ
く
り

や
生
き
が
い
づ
く
り

な
ど
の
効
果
が
も
た

ら
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
楽
し
さ
を

重
視
し
た
教
室
も
多

く
実
施
さ
れ
、
ス
ポ

ー
ツ
が
苦
手
な
人
で

も
参
加
し
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
で
は

ご存じですか？

総合型
地域スポーツクラブ
生涯学習・スポーツ課（☎㉒7891）

名称・問い合わせ 主な実施種目 入会金・会費

いすずウキウキクラブ
多田靖さん（☎090-7670-7931）
ホームページ
http://www.isuzuukiuki.com

中国健康体操、太極拳、グラウンドゴルフ、ソフ
トボール、ユニホック、登山、エアロビクス、ヨガ、
レクダンス、野球、ソフトバレーボール、ソフト
テニス、ものづくり　など

年会費（保険料を含む）
高校生以上　　　5,000円
中学生以下　　　3,000円
※団体・家族割引あり。

厚生総合型スポーツクラブ
藤原清史さん（☎㉘7368）
ホームページ
http://kouseisports.seesaa.net/

野球、バドミントン、陸上、バレーボール、レク
リエーション、バスケット、卓球、ソフトバレーボ
ール、太極拳、ソフトボール、伊勢音頭、レク
ダンス、民謡踊り、コーラス、絵手紙、お花、
グラウンドゴルフ、夏休み親子教室　など

種目別に会費を徴収します。
※詳しくはクラブへ問い合わ
せてください。

北浜はつらつクラブ
天白和弘さん（☎370909）

エアロビクス、ヨガ、自
じきょうじゅつ

彊 術、３Ｂ体操、壮年
ソフトボール、陸上、剣道、町民体育祭、ウォー
キング、少年野球、小学生バレーボール、スポ少
サッカー、グラウンドゴルフ、ウエイトリフティン
グ、社会人サッカー、北浜レクダンス　など

年会費（保険料を含む）
高校生以上　　　1,600円
中学生以下　 　　600円
65歳以上　　 　　800円
※クラブ内サークル加入につい
ては、別途会費が必要。

きだっこクラブ
中山あゆみさん（☎㉔8650）
鈴木光代さん（☎㉕1835）

ドッジボール、ソフトバレーボール、卓球、ウォ
ーキング、ヨガ、ニュースポーツ、文化教室　な
ど

年会費（保険料を含む）
高校生以上　　　1,500円
小・中学生　　 　800円
ファミリー　　　2,500円
※継続割引あり。

みそのスポレククラブ
御薗B＆G海洋センター内
クラブマネージャー
雪岡義さん（☎364511）
（火曜日･木曜日･金曜日の午前中）

【小学生対象】わくわく教室
【全員対象】バレーボール・ソフトバレーボール・
バドミントン、剣道、グラウンドゴルフ・レクダ
ンス・ウォーキング・健康体操・ユニホック・弓
道教室・水中ウォーキング　など

年会費（保険料を含む）
小・中学生　　　2,600円
高校生　　　　　3,600円
一般　　　　　　4,600円
60歳～64歳　 　3,600円
65歳以上　　　　2,800円

おばたスポレククラブASREC
前村和忠さん（☎⑳7733）
（火曜日･木曜日･土曜日の午前中）
メール
obata-asrec@voice.ocn.ne.jp

【小学生対象】陸上、バスケットボール、バレーボ
ール、柔道、空手、野球、水泳、げんき２クラブ、
マジック、子どもリズム体操
【一般対象】卓球、ソフトバレー＆バドミントン、
グラウンドゴルフ＆軽スポーツ、スポーツ吹き矢、
登山、ヨガ、健康体操、ゴルフ、ストレッチとＲ
＆S、中国健康保健体操、コミュニティーダンス

入会金　1,000円
年会費
高校生以上　　　3,000円
小・中学生　　　1,500円
※団体・家族割引あり。
※別途保険料が必要です。

※実施場所については、各クラブとも種目によって異なります。
　詳しくは、各クラブへ問い合わせてください。

予算額〔平成23年度〕　455万円（市負担金）
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と
き　

８
月
23
日
㈫
、
午
前
11

時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

伊
勢
か
ぐ
ら
ば
リ
ゾ

ー
ト
・
千
の
杜（
佐
八
町
池
の

上
１
１
６
５

－

１
）

※
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
か
ら

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
で
き
ま

す
。（
午
前
10
時
30
分
発
、
午

後
２
時
30
分
着
）

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
で
、
要
介
護
１
〜
５
と
認
定

さ
れ
た
人
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
家
族

内
容　

家
族
の
介
護
を
し
て
い

る
人
同
士
の
交
流
会
、
介
護
相

談
、
食
事
、
入
浴
な
ど

定
員　

60
人（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
し
込
み　

７
月
１
日
㈮
〜
15

日
㈮
に
、
伊
勢
市
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
⑳
８
６
１
０
）へ

※
今
年
度
は
３
回
の
交
流
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
中
に
は
、
毎
日
の

生
活
の
仕
方
を
改
善
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
予
防
し
、
進
行
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
脳
を

生
き
生
き
さ
せ
る
こ
つ
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

と
き　

７
月
８
日
㈮
・
22
日
㈮
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人
で
、
受
講
経
験
が
な
い
人

内
容　

認
知
症
予
防
の
た
め
の

生
活
チ
ェ
ッ
ク
、
脳
の
イ
キ
イ

キ
度
チ
ェ
ッ
ク（
浜
松
二
段
階

方
式
）、
脳
刺
激
体
験
な
ど

定
員　

30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

眼
鏡（
必
要
な
人
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
㉑
０
６
８
３
）

へ

と
き　

９
月
11
日
㈰
、
午
後
５

時
30
分
〜（
開
場
は
午
後
５
時
）

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

入
場
料　

４
８
０
０
円（
全
席

指
定
席
）

※
就
学
前
の
子
ど
も
は
入
場
で

き
ま
せ
ん
。

※
入
場
券
は
、
６
月
25
日
㈯
・

午
前
９
時
か
ら
同
館
事
務
所
・

喫
茶
ア
イ
ド
ル
・
相
可
屋
楽
器

店
・
村
林
楽
器
伊
勢
店
で
、
午

前
10
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・

エ
ム
ズ
ネ
ッ
ト（
三
重
県
文
化

会
館
Ｗ
Ｅ
Ｂ
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
）で
販
売
し
ま
す
。

生
活
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
8.ocn.ne.jp/

̃isebo
han/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

と
き　

７
月
８
日
㈮
、
午
後
７

時
10
分
〜（
開
場
は
午
後
７
時
）

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
「
あ
る
町
の
安
全

と
安
心
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
熊
谷
渉
さ
ん（
み
え
犯
罪

被
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
顧

問
）

※
伊
勢
・
安
土
桃
山
文
化
村
の

役
者
に
よ
る
悪
質
商
法
被
害
防

止
寸
劇
の
公
演
も
あ
り
ま
す
。

定
員　

４
０
０
人

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
度
会
地
区

ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
）
ま
た
は
同

セ
ン
タ
ー
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
で
授

業
を
視
聴

申
し
込
み　

８
月
31
日
㈬
ま
で

に
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

種
類　

①
全
科
履
修
生（
大
学

卒
業
を
目
的
と
す
る
）、
②
選

科
履
修
生（
興
味
の
あ
る
科
目

を
１
年
間
学
ぶ
）、
③
科
目
履

修
生（
興
味
の
あ
る
科
目
を
半

年
間
学
ぶ
）

対
象　

①
18
歳
以
上
で
、
高
等

学
校
卒
業
ま
た
は
同
等
以
上
の

人
、
②
③
15
歳
以
上
の
人

学
習
方
法　

自
宅
の
テ
レ
ビ

（
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
ケ
ー

募 

集
参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
津
０
５
９
・
２
３
３
・
１
１
７
０
）

放
送
大
学

学
生（
10
月
入
学
）を
募
集

伊
勢
警
察
署
生
活
安
全
課

（
☎
⑳
０
１
１
０
）

観
光
文
化
会
館（
☎
㉘
５
１
０
５
）

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
）講
演

観
光
文
化
会
館
自
主
事
業

夏
川
り
み
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

ぬ
ち
ぐ
す
い
石
垣
島

み
み
ぐ
す
い
島
唄

講 

座

催
し
物

健
康
課（
☎
㉗
２
４
３
５
）

介
護
保
険
課（
☎
㉑
５
５
６
０
）

認
知
症
を
楽
し
く
予
防

介
護
の
疲
れ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

脳
活
性
化
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

家
族
介
護
者
交
流
事
業

予
算
額〔
平
成
23
年
度
〕

約
８
万
５
千
円（
３
回
分
）

予
算
額〔
平
成
23
年
度
〕

27
万
５
千
円（
３
回
分
）
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障
が
い
者
の
就
労
な
ど
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
身

体
障
が
い
者
補
助
犬（
盲
導
犬
・

介
助
犬
・
聴
導
犬
）
を
貸
与
し

ま
す
。

申
し
込
み　

８
月
31
日
㈬
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
連
合
会（
FAX
津
０
５
９
・
２

３
１
・
７
１
８
２
）へ

　

来
年
度
、

中
学
校
の
教

科
書
が
変
わ

り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
今

年
は
、
ど
の

教
科
書
が
良

い
か
を
検
討
し
、
教
科
書
を
選

ぶ
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
教
科
書
の
見

本
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
会
場
に

設
置
し
て
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　

６
月
17
日
㈮
〜
７

月
１
日
㈮（
６
月
20
日
㈪
を
除

く
）、
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

展
示
場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
い
せ
ト
ピ
ア
・
３
階
ロ
ビ
ー

（
教
科
書
セ
ン
タ
ー
）

※
教
科
書
セ
ン
タ
ー
に
は
、小
・

中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
の
教

科
書
見
本
が
常
設
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
前
記
の
期
間
外
も
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ

ア
の
開
館
中
は
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

と
き　

６
月
15
日
㈬
〜
29
日
㈬

と
こ
ろ　

同
課
、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
、
伊
勢
図
書
館
、

三
重
県
県
土
整
備
部
都
市
政
策

室（
三
重
県
決
定
分
の
み
）

※
変
更
案
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

提
出
資
格　

市
民
ま
た
は
利
害

関
係
者

提
出
方
法　

６
月
29
日
㈬
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
で
次
の
提
出
先
へ

提
出
先

・
三
重
県
決
定
分
…
三
重
県
県

土
整
備
部
都
市
政
策
室（
〒
514

－

8570
津
市
広
明
町
13
、
FAX
津
０

５
９
・
２
２
４
・
３
２
７
０
）

・
伊
勢
市
決
定
分
…
同
課（
〒

516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、

FAX
㉑
５
５
８
５
）

　

伊
勢
都
市
計
画
道
路
の
変
更

案（
三
重
県
決
定
分
と
伊
勢
市

決
定
分
）
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
変
更
案
に
つ
い
て
意

見
が
あ
る
人
は
、
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

８
月
27
日
㈯
、
午
後
６

時
〜（
開
場
は
午
後
５
時
30
分
）

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

入
場
料　

大
人
５
０
０
円
、
中

学
生
・
高
校
生
３
０
０
円
、
小

学
生
２
０
０
円（
全
席
自
由
席
）

※
入
場
券
は
、
同
館
事
務
所
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
１
月
に

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
宣
言
を
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今
後
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ（
環

境
に
優
し
い
運
転
）
を
実
践
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
体
験
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
知

識
と
実
技
を
学
び
、
燃
費
向
上

の
こ
つ
を
習
得
し
ま
す
。

と
き　

７
月
15
日
㈮
、
午
後
１

時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員　

15
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

２
０
０
０
円（
Ｊ
Ａ

Ｆ
会
員
は
１
０
０
０
円
）

申
し
込
み　

６
月
20
日
㈪
〜
７

月
５
日
㈫
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
三
重
支

部
事
業
課（
☎
津
０
５
９
・
２

２
２
・
２
３
０
０
）へ

予
算
額〔
平
成
23
年
度
〕

約
８
万
５
千
円（
２
回
分
）

環
境
課（
☎
㉑
５
５
４
０
）

学
校
教
育
課（
☎
㉒
７
８
８
２
）

㈳
三
重
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会

（
☎
津
０
５
９
・
２
３
２
・
６
８
０
３
）

観
光
文
化
会
館（
☎
㉘
５
１
０
５
）

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

（
エ
コ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

教
科
書
見
本
の
展
示

身
体
障
が
い
者
補
助
犬
の

貸
与

観
光
文
化
会
館
自
主
事
業

ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
２
０
１
１

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

Ｂ
Ｋ
２
．

〜
ダ
ン
ス
っ
て
楽
し
い
〜

都
市
計
画
課（
☎
㉑
５
５
９
１
）

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

お
知
ら
せ

変
更
案
の
縦
覧

意
見
書
の
提
出

広
告
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勤
め
て
い
た
企
業
が
東
日
本

大
震
災
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け

て
倒
産
状
態
に
な
り
、
賃
金
が

支
払
わ
れ
な
い
人
に
対
し
、
国

が
企
業
に
代
わ
っ
て
未
払
い
賃

金
の
一
定
範
囲
を
立
て
替
え
払

い
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

１
年
以
上
に
わ
た
り

事
業
活
動
を
行
っ
て
き
た
中
小

企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
労
働

者
で
、
企
業
の
倒
産
に
伴
い
退

職
し
、
未
払
い
賃
金（
総
額
２

万
円
未
満
の
場
合
は
除
く
）
が

残
っ
て
い
る
人

対
象
賃
金　

退
職
日
の
６
カ
月

前
か
ら
立
て
替
え
払
い
請
求
日

の
前
日
ま
で
の
間
に
給
与
支
払

日
が
来
て
い
る
給
与
、
お
よ
び

退
職
金

※
立
て
替
え
払
い
さ
れ
る
賃
金

の
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
同
課
ま
た
は
伊

勢
労
働
基
準
監
督
署（
☎
㉘
２

１
６
４
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
人
は
、
所
得
税
の
軽

減
・
免
除
措
置
が
受
け
ら
れ
、

税
務
署
で
手
続
き
を
す
る
と
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
源
泉
所
得
税
の

徴
収
猶
予
や
還
付
、
廃
車
と
な

っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税

の
還
付
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
国

税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.nta.go.jp/

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、地
方
税
に
つ
い
て
も
、

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
自
動

車
税
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
同
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

「
パ
ー
ト
に
は
全
く
ボ
ー
ナ

ス
が
な
い
の
は
な
ぜ
？
」「
同
じ

仕
事
を
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

正
社
員
と
同
じ
研
修
を
受
け
ら

れ
な
い
の
？
」「
パ
ー
ト
か
ら
正

社
員
に
な
れ
な
い
の
？
」な
ど
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
ま
つ
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
、
お
悩
み

で
は
な
い
で
す
か
。

　

三
重
労
働
局
で
は
、月
１
回
、

個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

こ
の
よ
う
な
疑
問
や
相
談
に
答

え
て
い
ま
す
。
利
用
は
無
料
で

す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

と
き　

毎
月
第
３
木
曜
日
、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

三
重
労
働
局
企
画
室

（
津
市
島
崎
町
３
２
７

－

２　

津
第
二
地
方
合
同
庁
舎
・
３
階
、

☎
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１

１
０
）

　

被
災
自
治
体
へ
の
寄
附
金

や
、
自
治
体
を
通
じ
て
の
被
災

者
へ
の
義
援
金
に
つ
い
て
は
、

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と
し
て

住
民
税
・
所
得
税
の
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
本
赤

十
字
社
や
中
央
共
同
募
金
会
な

ど
へ
の
義
援
金
も
、「
ふ
る
さ

と
寄
附
金
」
と
し
て
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.so
u

m
u
.go
.jp

）の
東
日
本
大
震
災

関
連
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

課
税
課
税
務
係（
☎
㉑
５
５
３
０
）

三
重
労
働
局
監
督
課

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
６
）

課
税
課
市
民
税
係

（
☎
㉑
５
５
３
４
）

三
重
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
３
１
８
）

税
金
の
特
例
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
皆
さ
ん
へ

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

未
払
い
賃
金
の
立
て
替
え

被
災
地
へ
の
寄
附
金
・
義
援
金

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

対
象
に

広
告



7 広報いせ ●平成23年６月15日号

時６月26日㈰、10：00～15：00　所生涯
学習センターいせトピア・２階会議室　

対小学生以上

内花作品を２つ作り、１つは持ち帰り、
１つは被災地へのメッセージを付けて同

会へ預けていただきます（30分程度）　定
50人　料500円（材料費）　申事前に電話・
ファクス・Ｅメールで同会（FAX24-3681、
アドレスnike-miu@amber.plala.or.jp）へ　
※はさみ、新聞紙１～２枚、エプロン、

持ち帰り用袋を持参してください。

時６月26日㈰、９：30～14：
00　所三重県建設労働組合
伊勢支部会館（一之木４丁目

644-3）および周辺　内住ま
いの相談会、ミニハウス上棟

式、親子木工教室、耐震診断

や家具固定に関する展示、小

学生の絵画優秀作品展示、タ

イルアート、模擬店、抽選会

など

時６月26日㈰、14：00～　所
生涯学習センターいせトピ

ア・多目的ホール　内伊勢市
出身のピアニスト・畠中真理

子さんと、東京都交響楽団の

田中雅子さん（バイオリン）・

松岡陽平さん（チェロ）による

「ピアノ三重奏曲」の演奏

料3,000円（前売り2,500円）

東日本大震災支援
被災地への花かご作りと

寄付品の回収

建労まつりピアノトリオコンサート

ジョイの会（☎24-3675）

三重県建設労働組合
伊勢支部（☎23-5535）

伊勢音楽鑑賞愛好会
（☎090-4113-7991）

　このコーナーは、伊勢市ま

たは伊勢市教育委員会が後援

するイベント情報を案内する

コーナーです。参加費などの

記載のないものは無料です。

時①７月28日㈭・９：30～16：00、
29日㈮・９：30～12：00、②７月
31日㈰・８：30～12：30、③８月
１日㈪・９：00～16：00、④８月
２日㈫・８：30～16：30、⑤８月
４日㈭・10：00～15：00　所鳥羽
商船高等専門学校　対①③⑤中
学生、②小学生と保護者、④小

学４年生～中学３年生　内①手
作り太陽電池、②親子で電子工

作、③ゲームプログラミング、

④アマモ場から知る、伊勢湾の

昔、今、未来、⑤おもしろ理科

実験　定①８人、②５組、③
15人、④30人、⑤20人　申７月
１日㈮～８日㈮

鳥羽商船高等専門学校
公開講座

鳥羽商船高等専門学校
（☎鳥羽0599-25-8402）

時 ７月14日㈭・15日㈮、13：30～
16：00（２日間）　所生涯学習センタ
ーいせトピア・３階パソコン室　対

60歳以上の初心者　内ワード・エク
セルの初歩的な使い方　定20人（申
し込み多数の場合は抽選）　料900円
申６月15日㈬～30日㈭（往復はがき
で〒516-0018黒瀬町1193 山商パソ
コン講座係へ）

山商生のパソコン講座
受講者募集
宇治山田商業高等学校（☎22-1101）

時７月６日㈬、14：00～19：00　所
伊勢河崎商人館　内冷玉露などの
茶会

七夕茶会
皇學館大学煎茶道部・坂口さん

（☎080-1459-2415）
　このコーナーは、市民団体の皆さ

んが、イベント案内や会員募集など

に利用できるコーナーです。参加費

などの記載がないものは無料です。

時日時　所場所　対対象　内内容
定定員　料料金　申申し込み　　

８月15日号＝６月30日㈭
９月１日号＝７月15日㈮

申し込み
締め切り

時日時　所場所　対対象　内内容
定定員　料料金　申申し込み　　

８月15日号＝６月30日㈭
９月１日号＝７月15日㈮

申し込み締め切り

MINNA no HIROBA

時毎週土曜日、13：00～15：00
所伊勢カントリークラブ　対小・
中学生　内レッスンを通しエチケ
ット（礼儀）マナー（行儀）及び物を

大切にする、友達、仲間を大切に

する、他人への思いやり等を指導

します　料月額2,000円

ジュニアゴルフスクール
生徒募集

伊勢ゴルフ協会（☎58-4141）

花かご作り

内浴用タオル（被災者の生きがい事業「ま
けないぞうタオル作り」の材料としま

す）・絵本・文房具を集めます（タオルと

文房具は新品に限る）

寄付品の回収



平成23年７月24日、地上アナログ放送は終了します
地デジに関する問い合わせは、デジサポ三重（☎津059-993-5511）まで

〒516-8601 伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515　FAX 0596-22-9699
パソコン　http://www.city.ise.mie.jp　　
携帯　http://www.city.ise.mie.jp/m/
Eメール　ise-koho@city.ise.mie.jp
印刷　千巻印刷産業株式会社

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成23年度予算〕　約2,400万円（24回分）

発行日／平成23年６月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課

広報いせ 第71号
伊勢市
携帯サイト

「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

　市では、平成18年７月11日に「健康文化都市宣言」を行ったことから、７月11日を含む１週間を「健

康文化週間」、毎月11日を「健康の日」と定め、健康づくりの取り組みを進めています。

　７月７日㈭～13日㈬の健康文化週間には、次のとおり、健康づくりに関する教室などを開催します。

ぜひご参加ください。

①②④⑦は、事前に健康課へ申し込んでください。健康文化週間における健康づくり事業

７月７日～13日は「健康文化週間」
毎月11日は「健康の日」
健康課（☎㉗2435）

健康文化週間における
健康づくり事業

10：00～13：00／中央保健センター／定員30人
7/8金 メタボリックシンドローム予防

「おすすめレシピ集料理講習会」
栄養士によるお話と調理実習

持ち物/エプロン、三角巾　参加費/300円
2

大西久司さん（大西クリニック副院長）13：30～15：00／中央保健センター／定員60人
7/7木 医師による講演

【講演】メタボリックシンドロームの予防に
ついて1

10：00～16：00／イオンララパークショッピングセンター・１階イベント広場
7/9土 メタボリックシンドローム・がん予防・こころの健康 パネル展示

体脂肪・血圧測定など3

井上雄一朗さん（三重県こころの健康センター所長）13：30～15：00／中央保健センター／定員60人
7/10日 医師による講演 【講演】うつ病の予防について4

９：00～19：00／市役所本館・１階市民ホール7/11月
メタボリックシンドローム・がん予防・こころの健康 パネル展示

体脂肪・血圧測定など
健康の日

5

7/12火
９：00～16：00／中央保健センター
メタボリックシンドローム・がん予防・こころの健康 パネル展示

体脂肪・血圧測定など6

小木曽一之さん（皇學館大学教授）
※運動のできる服装でお越しください。13：30～15：30／ハートプラザみその／定員60人

7/13水 メタボリックシンドローム予防
【講演】自宅でできる筋力トレーニング

7


